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第1章 研究背景及び目的

瀋陽市の南運河、北運河、衛工河か
らなる環状河川を骨格とした水と緑の
ネットワークを対象に、機能の変遷と
歩行者空間の特性を明らかにすること
を目的とする。

研究背景及び目的

環状河川の機能の変遷の把握
南運河・北運河・衛工河

各河川の歩行者空間の特性の把握

瀋陽市の環状河川を骨格とした水と緑
のネットワークの機能の変遷と歩行者
空間の特性の解明

第1章

第2章

第3章

第4章

中国では人口増加に伴う環境問題
への関心が高まる中で、都市におけ
る緑地系統の必要性が叫ばれている。

瀋陽市における水と緑のネットワー
クは環状の都市河川を骨格とした特
徴的な形態を持ち、20世紀初頭に計
画が始まった世界的にも最初期のも
のである。

研究構成

目的

背景
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第1章 対象地の設定

中国
ロシア

日本

遼寧省・瀋陽市位置図

遼寧省・瀋陽市

・旧名：奉天市

・人口：625万人

・面積：3,495㎢

・年平均気温：8.5℃

・年降水量：690mm

・遼寧省の省都
中国東北部重要な工業都市



第1章 対象地の設定

遼寧省・瀋陽市

瀋陽市中心市街地及び環状河川の位置図

・旧名：奉天市

・人口：625万人

・面積：3,495㎢

・年平均気温：8.5℃

・年降水量：690mm

・遼寧省の省都
中国東北部重要な工業都市



第2章 環状河川の機能の変遷の把握 調査方法

社会背景に基づく時代区分

1905年 奉天市、満鉄附属地に指定

1931年 満州事変

1945年 第二次世界大戦終戦

1949年 中華人民共和国成立

1966年 文化大革命

1976年 文化大革命終了

1978年 改革開放政策

1984年 経済体制改革

1989年 「中華人民共和国城市規劃法」

2002年 「城市緑地系統計画編制要綱」

2008年 北京オリンピック

▪満州国時代
（1905～1948）

▪計画経済時代
（1949～1977）

▪改革開放時代
（1978～1988）

▪経済急速発展期
（1989～現在）

社会背景に関する年表



第2章 環状河川の機能の変遷の把握 調査方法

・「奉天都市建設方策」（1933）南満洲鉄道株式会社

・「公園緑地4巻5号」（1940）公園緑地協会
・「風物遼寧」（2012）遼寧人民出版社

・「瀋陽市城市建設誌」（1994）瀋陽市都市建設局
・「瀋陽市初歩規劃」（1956）瀋陽市規劃設計研究院

・「瀋陽市誌（1998）」 （1998）瀋陽出版社

・「瀋陽環城水系環城緑化規劃」（1989）瀋陽市
規劃設計研究院

・「瀋陽市誌」7冊（2004～2011） 瀋陽出版社

・「瀋陽市中心城区総体規劃」(1996)瀋陽市規劃設計
研究院

社会背景に基づく時代区分 文献資料

▪満州国時代
（1905～1948）

▪計画経済時代
（1949～1977）

▪改革開放時代
（1978～1988）

▪経済急速発展期
（1989～現在）



第2章 環状河川の機能の変遷 満州国時代
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第2章 環状河川の機能の変遷 満州国時代

万泉河の行楽地の様子
（奉天名所絵葉書）



第2章 環状河川の機能の変遷 満州国時代
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「奉天都市建設方策（1933）」-奉天都市計画概要図 （南満洲鉄道株式会社）
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「瀋陽市初歩規劃図（1956）」（瀋陽市規劃設計研究院）
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「瀋陽市初歩規劃図（1956）」（瀋陽市規劃設計研究院）



第2章 環状河川の機能の変遷 計画経済時代



第2章 環状河川の機能の変遷 改革開放時代
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第2章 環状河川の機能の変遷 改革開放時代

南運河の6大公園と帯状緑地



第2章 環状河川の機能の変遷 改革開放時代

衛工河の帯状緑地の様子



第2章 環状河川の機能の変遷 経済急速発展期
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第2章 環状河川の機能の変遷 経済急速発展期

土地利用レベル、空間デザインレベルの解析を行うことで、それぞれの
空間のつながり方や空間の設えを捉えました。



基礎データ：衛星画像（Esri社）、瀋陽市土地利用計画図（１：5000）

調査対象区間の設定：各河川の右岸左岸、橋と橋で区分
南運河：27区間 北運河：25区間 衛工河：21区間

調査対象：河川空間・緑地空間・街路空間、それぞれの歩行者空間

縦断方向の連続性
目的：土地利用レベルで歩行者空間の

繋がりの評価
評価：各区間毎に

→連続性有

縦断方向の選択性
目的：土地利用レベルの歩行者空間の

選択の多様性の評価
評価：河川空間・緑地空間・街路空間内

の歩行者空間の複数 →選択性有

解析方法

調査方法

歩行者空間延長
＞90％

各区間延長

南運河S-22区間平面図

第3章 各河川の歩行者空間の特性 縦断方向の調査及び解析方法
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調査方法

第3章 各河川の歩行者空間の特性 縦断方向の調査及び解析方法

歩行者空間延長
＞90％

各区間延長

南運河S-22区間平面図解析方法 南運河S-22区間平面図

基礎データ：衛星画像（Esri社）、瀋陽市土地利用計画図（１：5000）
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第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-右岸
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第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-右岸

連続性有：
18区間

連続性有：
11区間

連続性有：
17区間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-右岸

河川空間・緑地空間・街路空間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-右岸

緑地空間・街路空間

河川空間・緑地空間・街路空間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-左岸



第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-左岸

連続性有：
21区間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-左岸

連続性有：
21区間

連続性有：
10区間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：南運河-左岸

河川空間・緑地空間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：北運河-右岸



第3章 縦断方向の連続性と選択性：北運河-右岸

連続性有：
14区間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：北運河-右岸

連続性有：
14区間

連続性有：
6区間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：北運河-右岸

河川空間・緑地空間



第3章 縦断方向の連続性と選択性：衛工河

右岸 左岸



第3章 縦断方向の連続性と選択性：衛工河

全川で
河川空間・緑地空間

全川で
河川空間・街路空間

左岸右岸



第3章 縦断方向の連続性と選択性：衛工河

全川で
河川空間・緑地空間

全川で
河川空間・街路空間

左岸右岸



第3章 各河川の歩行者空間の特性 横断方向 調査及び解析方法

目的： 空間デザインレベルで歩行者空間の特性
横断方向の一体性とそれを生み出すデザイン

調査対象：縦断の連続性が確保されている帯状緑地区間
現地調査：2019年10月
調査内容：歩行者空間の位置及び空間構成要素の特定



第3章 各河川の歩行者空間の特性 横断方向 調査及び解析方法

目的： 空間デザインレベルで歩行者空間の特性
横断方向の一体性とそれを生み出すデザイン
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歩行者空間 歩行者空間

第3章 各河川の歩行者空間の特性 横断方向 調査及び解析方法

空間構成要素

景石

低木

草本類

目的： 空間デザインレベルで歩行者空間の特性
横断方向の一体性とそれを生み出すデザイン

調査対象：縦断の連続性が確保されている帯状緑地区間
現地調査：2019年10月
調査内容：歩行者空間の位置及び空間構成要素の特定



第3章 各河川の歩行者空間の特性 横断方向 調査及び解析方法

目的： 空間デザインレベルで歩行者空間の特性
横断方向の一体性とそれを生み出すデザイン

調査対象：縦断の連続性が確保されている帯状緑地区間
現地調査：2019年10月
調査内容：歩行者空間の位置及び空間構成要素の特定→横断面図の作成

河川空間 緑地空間 街路空間

凡例



S-22

第3章 横断方向の一体性：南運河-右岸



S-22

第3章 横断方向の一体性：南運河-右岸

河川空間 緑地空間 街路空間



S-22

第3章 横断方向の一体性：南運河-右岸

一体的な空間

緩傾斜護岸
景石、草本類
滞留施設

河川空間 緑地空間 街路空間



S-22

第3章 横断方向の一体性：南運河-右岸

一体的な空間

【横断方向の一体性有】

緩傾斜護岸
景石、草本類
滞留施設

河川空間 緑地空間 街路空間



S-22

第3章 横断方向の一体性：南運河-右岸

一体的な空間

【横断方向の一体性有】
・河川空間と緑地空間の
一体性有の区間：10区間
・上流、中流、下流の全川に分布

緩傾斜護岸、草本類や景石に加えて、滞留施設
の設置によって、河川空間と緑地空間の一体性
が創出されている。

緩傾斜護岸
景石、草本類
滞留施設

河川空間 緑地空間 街路空間



S-17

・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：6区間
・中流と下流に集中的に分布

第3章 横断方向の一体性：南運河-左岸
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・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：6区間
・中流と下流に集中的に分布

第3章 横断方向の一体性：南運河-左岸

緩傾斜護岸と草本類植栽

緩傾斜護岸と草本類の設置に
よって、河川空間と緑地空間の
一体性が創出されている。



右岸：N-8

左岸：N-12

右
岸

左
岸

第3章 横断方向の一体性：北運河

河川空間と緑地空間の一体性有の区間：4区間

・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：5区間
・両岸ともに一部限定に分布



右岸：N-8

左岸：N-12

右
岸

左
岸

親水護岸の設置

第3章 横断方向の一体性：北運河

河川空間と緑地空間の一体性有の区間：4区間

・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：5区間
・両岸ともに一部限定に分布

滞留施設の設置

広場

親水護岸



右岸：E-4

左岸：E-5

右
岸

左
岸

第3章 横断方向の一体性：衛工河

・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：16区間
・全川に分布

・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：3区間
・一部限定的分布



右岸：E-4

左岸：E-5

右
岸

左
岸

両岸ともに、いずれの断面も急傾斜護岸で変化に乏しい。

第3章 横断方向の一体性：衛工河

・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：16区間
・全川に分布

・河川空間と緑地空間の一体性有の区間：3区間
・一部限定的分布

急傾斜護岸

急傾斜護岸



第4章 まとめ 環状河川の機能の変遷
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土地利用レベル

第4章 まとめ 各河川の歩行者空間の特性

空間デザインレベル
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空間デザインレベル土地利用レベル


